
1（12番）
　中山　雄夫

1 認知症患者への対応
について

(1) 筑紫野市における認知症サポーター数及びその養成状況について

(2) 筑紫野市における認知症患者によると思われる行方不明者数及びその
対応について

2 医療費の削減対策に
ついて

(1) 後発医療品（ジェネリック）の普及促進についての筑紫野市の対応に
ついて

(2) いきいきサロンや各種高齢者の健康づくり参加者の使用医療費の統計
的把握について

2（11番）
　平嶋　正一

1 宝満山登山客の誘致
について

(1) 宝満山についての情報発信について

(2) 宝満山登山道等整備について

(3) 筑紫野バスみかさ線の日曜・祝日運行について

2 地域コミュニティ基
本計画について

(1) 行政窓口の整理について

3(10番)
　阿部　靖男

1 (1) 子どもたちの奨学金（市・県・社協等）活用（高・大・専門学校受給
者数）状況について

(2) 市内居住や就職などを条件とした返還免除規定の導入、また、給付型
の新設について

2 教職員の多忙化解消
について

(1) 教職員の多忙化の現状（実態調査結果）について

(2) 教職員に対する事務的作業軽減の具体的方策について

3 戸籍住民票等不正取
得防止について

(1) 制度導入以降の運用状況（本人通知の実績）について

4(3番)
　白石　卓也

1 新公職選挙法につい
て

(1) 新公職選挙法における新たな市内有権者の概数は。

(2) １８歳・１９歳に対する投票啓発活動及び取組について

(3) 新たな対象年齢の投票率の目標はあるか。

5（2番）
　城間　広子

1 小地区公民館設置補
助の充実について

(1) 小地区公民館を公設にし、建設、維持管理費は市が負担すべきでは。

(2) 平成２７年度の設置補助実績、及び平成２８年度の新築、改築、修
繕、改修の希望件数、概算を問う。

2 (1) 西鉄二日市駅西口のバリアフリー化について、平成２５年９月議会で
とりあげたが、その後の進捗状況を問う。

(2) 湯町交差点の道路の歩道確保、信号機設置について、平成２５年度以
降の進捗状況は。

3 無料低額診療事業に
ついて

(1) 市内で済生会二日市病院が無料低額診療事業を実施しているが事業内
容、相談窓口について問う。

(2) 格差と貧困が拡大する中、市内で無料低額診療事業を実施する医療機
関を増やすような働きかけが必要では。

6（17番）
　辻本　美恵子

1 子どもの権利につい
ての学習について

(1) 小・中学生の子ども条例の認知について

(2) 小・中学生に対する、子どもの権利についての取り組みについて

(3) 教育委員会内部の取り組みについて

2 (1) 生活困窮家庭の児童生徒の現状把握について

(2) ひとり親家庭への支援について

(3) サービスの周知について

西鉄二日市駅西口の
バリアフリー化、湯
町交差点の道路の歩
道確保、信号機設置
について

ひとり親家庭への支
援について
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6（17番）
　辻本　美恵子

3 (1) 健康ちくしの２１における取り組みについて

(2) 安全で安心な食の環境づくりについて

(3) 健康づくりを生活習慣にすることについて

7(19番)
　下成　正一

1 (1) 高齢者の運転免許証の自主返納制度について

(2) 高齢者向け健康遊具施設について

(3) 高齢者の暮らしを支えるコンビニ・スーパーなどと協働による買い物
支援策の拡充について

8（9番）
　西村　和子

1 市政への市民の意見
の反映について

(1) 市政への提案について

2 ごみ減量について (1) 生涯学習センターや各コミセン等で実施されている調理実習等におけ
る分別啓発について

3 男女共同参画の推進
について

(1) 男女共同参画推進条例が制定され10年が経過するがその成果について

9（8番）
　山本　加奈子

1 (1) 認知症施策の推進について

(2) 高齢者向け住まいの確保と介護サービスの充実について

(3) 地域支援事業について

10(15番)
　田中　允

1 (1) 市が掲げる理想の地域コミュニティによるまちづくりについて進捗
（目標達成度）はどのようになっているのか

(2) 行政区長と地域コミュニティとの関係はどの様になって行くの
か・・・区長制度の見直し（手当等も含めて）も行うのか

(3) 各コミュニティ運営協議会に市の担当責任者を配置してはどうか

(4) 行政運営の簡素化に直結するのか

2 学校教育について (1) 総合教育会議が設置されたが目的と筑紫野市教育施策大綱の内容につ
いて

(2) 不登校やいじめ等の実態について

(3) 学校選択制の成果について

(4) 学校間の児童生徒数の格差が開いているが対策はあるのか

(5) 本市において、入学式に制服やランドセルが買えない等の家庭の事情
が発生していないか

3 (1) 市はどのような対応がなされているのか

(2) 本市に於いてのメリットやデメリットについて

4 テレワークについて (1) 本市に於いても検討されては如何か

(2) 市職員の産休や育休とテレワークの組み合わせも効果が発揮できるの
ではないか

11(5番)
　波多江　祐介

1 (1) 区長業務を地域コミュニティ運営協議会へ一部移管するが、その内容
について

(2) 区長業務見直しに伴う成果や今後の姿について、どのように考えてい
るのか。

2 選挙権年齢引き下げ
に伴う、制度変更に
ついて

(1) 国会でも投票の利便性向上に関する議論があるが、本市で独自の取組
みを行うことはできないのか

健康づくりに向けた
食育について

地域包括ケアシステ
ム構築の取り組みに
ついて

日銀のゼロ金利（実
質マイナス）政策に
ついて

高齢者対策について

地域コミュニティに
よるまちづくりにつ
いて

区長会・地域コミュ
ニティ運営協議会と
の関係について
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